






































添付資料1

Description Indicators
上位目標 プロジェクト対象地で、児童労働や人身取

引を予防し、全ての子どもたちに質の高い

教育を保障する持続的な仕組みを確立し、

継続させる。

-

プロジェクト目

標

プロジェクト対象地で、児童労働や子ども

の人身取引を予防し、全ての子どもたちに

質の高い教育または職業訓練を保障する。

指標1：2022年1月に小学校6年生の90%が中学校に進学する。  
指標2：2022年1月に小学校1～5年生の85～90％が進級する。
指標3：教員研修を受講した教員の70％以上が、生徒への接し方や教え方を改善する。
指標4：小学生の70％以上が、教員の教え方にとても満足、あるいは満足する。  
指標5：児童労働が撤廃される。

成果 1 村の住民が児童労働の危険性を認識して、

子どもを保護し、その健全な発達を確保す

るための措置を講じている。

1.1　村の住民の70％以上が児童労働の基本的な知識を持っている。
1.2　村の全ての小学生が、保護者あるいはプロジェクト支援によって提供された学用品を持
っている。

成果 2 子どもの権利が尊重され、児童労働や人身

取引に関わる子どもはあらゆる形態の搾取

から救出され、学校に通っている。あるい

は、職業訓練を受けている。

2.1　CCPCが児童労働／人身取引と特定した子どものうち、100％が救出される。
2.2　児童労働／人身取引から救出された子どものうち、100％が就学する。
2.3　過去に児童労働をしていた就学中の子どもの出席率が90～95％となる。

成果 3 学校の就学率と出席率が向上している。 3.1　村の就学率が97％以上である。
3.2　学校の出席率が90％以上である。

成果 4 子どもたちが自身の権利を認識している。

特に教育を受ける権利や搾取から保護され

る権利に関する課題の特定、分析、解決へ

、子どもたちが積極的に役割を果たすよう

になっている。

4.1　村の小学生の80％以上が、自分の考えを他人に明確に伝えることができる。

成果 5 教育・学習環境がCLFZの基準を満たしてい
る。

5.1　家と学校との平均距離が3.5～4km以内。
5.2　教育や学習のために適切な学校インフラが整っている（教室や校舎、机や椅子、学習教
材、校庭など）

5.3　全ての学年に教員が配置されている。

成果 6 特に経済的に困窮したカカオ農家や女性農

家が、カカオの栽培技術やと副収入のため

の新しい技術、財務管理のスキルを習得し

、活用している。

6.1　技術研修の参加者は、研修で習得した技術を生産サイクルに取り入れている。
6.2　技術研修の参加者の収入と貯蓄が増加している。
6.3　増加した収入が、子どもの教育費に充てられている。
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